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ンで長時間細胞を処理する実験から， CaHだけが ClチャンネJレの活性化を引き起こすこ とが判明し






















La3+，ベラパミル，ニフェジピン等は， Ca2+チャンネルの特異的関口剤として知られている O 筒井泉
雄君はこれらによって，興奮時にC1チャンネルを通つで流れる電流が特異的に消滅すること，一方K+
電流は影響を受けることなく残存することを見出し，詳細な電気生理学的検討の上に立ってチャンネル
の性質を明らかにした。即ちC1ー チャンネルはCa2+の流入が引き金となって閉口する O Ca2+は必須，Jl
つ特異的であり，他の2価カチオンによっては代用され得ない。一方 K+チャンネルは電位変化のみ
に依存して閉口するような性質のものであるO 同君は，また， Ca2+はカルモジュリンと協同してC1ーチャ
ンネルの関口に働き， Cーキナーゼ系が関口に関与していることをも示した。これらの発見は，本研究
を通じて，その存在が初めて明らかにされたCa2+チャンネルの構成と性質を分子レベルで解明するた
めの道を開いたといえよう。
以上の点を考慮し，本論文は学位論文として価値あるものと判断した。
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